


概要
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場所：第10会場（会議センター503）

主催：図書館総合展運営委員会

タイトル：指定管理者制度の最前線 ―地方分権時代における図書館の可能性―

ゲスト：

樋渡啓祐（佐賀県武雄市長）

高橋聡（カルチュア・コンビニエンス・クラブ株式会社）

南 学（神奈川大学人間科学部教授）

コーディネータ：

湯浅俊彦（立命館大学文学部教授）

事前案内より

―「TSUTAYAが公共図書館の運営を！」今年最大級のトピックの当事者をお招きして―

佐賀県武雄市が市図書館の運営をカルチュア・コンビニエンス・クラブ（CCC）に委託する計画

は、公共図書館界にとって今年最大の話題でした。否、情報社会の進展に図書館が如何に対し

てゆくべきかを模索している図書館界全体にとっても大きな論題といってよい。実際に、様々な

賛否の声があがっています。本フォーラムでは、その当事者である樋渡啓祐・武雄市長また

CCCよりこの計画に携わる高橋聡氏をお招きし、その構想と実際、ひいては指定管理者制度の

ありようについてお話いただきます。

レポート

http://2012.libraryfair.jp/node/1254
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■全文記録編



□はじめに

○湯浅俊彦（コーディネータ・立命館大学文学部教授） 皆さん、おはようございます。横浜はとてもよく晴

れて気持ちのいい朝です。ますます気持ちのいいフォーラムを今から開始したいと思います。ま

だ、続々とお客さまが入られているところで、ちょっと会場がざわついていますけれども、時間が押

しておりますのでスタートさせていただきます。

このフォーラムは「指定管理者制度の最前線」ということで、サブタイトルに「地方分権時代におけ

る図書館の可能性」といたしました。ご存じのように、文部科学省は平成23年度の社会教育調査に

おきまして、中間報告（2011年10月調査時点）ですけれども、公立図書館数が3,274館、2008年度

から109館増えた。また、社会教育施設全体では9万713、3年前から3,827、つまり4％減少している

にもかかわらず、博物館や生涯学習センターとともに図書館の数は増えているということです。

一方、指定管理者制度を導入している公立図書館がこの調査によれば347館、10.7％あるという

ことで、2008年度より144館増えているわけです。社会教育施設全体では1万488ということで、

26.2％の導入率になっています。このように、公立図書館の数が増加して、指定管理者制度を導

入する図書館が増えているという実態があります。

一方、図書館関係者の中、例えば日本図書館協会は公立図書館の目的達成にこの指定管理者

制度の導入は有効とは言えない、基本的にはなじまないという見解を示しておりまして、とりわけ民

間業者を指定管理者とすることは避けるべきである、と言っているわけです。

このような中で、2012年5月4日、佐賀県武雄市とカルチュア・コンビニエンス・クラブ株式会社が

武雄市図書館・歴史資料館の企画運営に関する提携に基本合意したとプレスリリースされました。

書店が図書館を運営する、今までの図書館流通センターさんのようなところではないところが参入

してくる。またTカード、Tポイントの導入で個人情報の問題、こういったことが報道等で話題になり

ました。



そこで、本フォーラムでは武雄市における指定管理者制度の事例を取り上げ、さまざまな角度か

ら今日の公立図書館における利用者サービス、そして明日の図書館像をつくるためのディスカッシ

ョンをしていきたいと思っているわけです。

以上が開催の趣旨ですが、冒頭、予定としては40分間、樋渡啓祐市長にお話を伺います。その

後、ディスカッションをしながら、フロアからもご意見をちょうだいしていきたいと思っています。それ

では、樋渡啓祐市長、よろしくお願いいたします。



□新図書館構想について

○樋渡啓祐（佐賀県武雄市長）

皆さん、おはようございます。武雄では、こんなに人を見たことがないので、すごい緊張…（一拍

おいて）、していません（笑）。武雄図書館の今を言う前に、なぜ僕が図書館を民間にお任せしよう

かと思ったかを言うと、僕が市長になったのが6年半前です。僕は図書館のヘビーユーザーでした

ので、休館日を確認してみたら、95日休んでいました。1年365日の中で95日も休んで、夕方6時、

僕が市長になったときは5時半とか5時に閉まっていましたけれども、客がいないときは4時にもう閉

まっていました。それは図書館と言えない。（Ｈ19年度からは、まず祝日を開館にし、金曜日は1時

間延長して午後7時までの開館にしました。）

要するに、納税者からいただく税金をもって運営しながら、納税者がなかなか行けないような公共

サービスはあり得ないと思って、図書館こそが夕方のサービスであるべきだと思っていたのです

ね。それで、6年半のうちにさまざまな改革を施しました。閉館日は34日にしましたし、いろいろな取

り組みをしました。ですが、ここがもう公共がやる限界。ということで、後で話しますけれども、CCC

と組もうということを考えました。オープンは来年4月1日です。

※講演者の意向により、当日発表資料について電子書籍版では割愛させていただきます。

▼〔現在の新図書館の状況〕

今、どうなっているかというと、準備は着々と進めています。これは、今の図書館です。これは館

長さんです。次も館長さんをやっていただこうと思っています。

段ボールにどんどん詰めているのですけれども、誰が詰めているのだというと、CCC、そして司書

の皆さん、そしてうちの職員がチームとなって段ボール5,000箱。これ、18万冊ありますので、5,000

箱と格闘しています。

この青いジャージが今日来ている高橋さんで、今日、ジョイントするのがたぶん最初で最後になり

ます。こういうふうにどんどん運び出しを4日間、都合5日でしたかやっていまして、僕も入ります。僕



はあまり仕事がないので入って、どちらかというと肉体労働が好きなので、大体、市長である僕が

入ると高速モードに突入してしまう、これはどの組織も一緒なんですね。さらに頑張ると超高速モー

ドになる。こういうふうに、実は、業者には頼みません。市の例えばトラックであるとか、そういうのを

最大限活用して、我々で準備作業を一緒にやっていくというふうになります。

CCCもそうなんですが、うち（武雄市）も別にスペースを確保しているわけではないのですね。今、

本を運び出して、ラベルの再貼り替えやっているんです。（老朽化して使用頻度の低い）体育館が

図書館から4km先にありましたので、そこに運び出しをしています。寒いです。どんどん運び入れし

て、これはCCCの担当の女性の方なんですけれども、司書の免許もとられました。それで段ボール

を入れて、ラベリングを、ここでも再貼り替えをしているところなんです。婦人会の皆さんたちに炊き

出し。もう、町を挙げて応援しています。これ、すごいですね。こういうふうに炊き出しをして、我々や

CCCの皆さんにご飯を炊き出したりするんですね。オープンまであと130日になってきました。

▼〔新図書館構想に至るきっかけ〕

新図書館構想のきっかけ。ここから次の問題に入ってきますけれども、たまたま私はさっき言った

ように、教育委員会に「ユニバーサルサービスにすべきだ」ということをずっと言っていったわけで

す。ずっと言っていた。そのときに、ある日、（それに）限界を感じたのですね。どういうことかという

と、カンブリア宮殿を見たときに、僕は間違いだったと。要は、TSUTAYAが武雄市の中にもありま

す。図書館から3kmか4km先のところにありますけれども、TSUTAYAのようにできないか、と言っ

ていたわけです。すなわち、朝11時から夜中の1時で365日やるというふうにできないかと言ってい

たのですが、これは間違いだと気づきました。というのは、キリスト教の人にイスラム教に改宗しろ

と言っているようなものです。逆に言うと、TSUTAYAの人たちに公務員になれといっても、それは

キリスト教の人にイスラム教に改宗しろと言っているようなものなので、これを見たときに、あ、そう

なんだ、僕は間違っていた。そうであるならば、公務員がTSUTAYA的にやるのではなくて、お任せ

しようということで、思考がジャンプアップしたのが年末のカンブリア宮殿。

この方が増田宗昭、CCCの社長です。これを見たときに、これだと思って、代官山の蔦屋書店が

紹介されていましたので、そこに飛び込みで行きました。そこから仲良くなって、増田社長やCCCの

高橋さんがお越しになって、トップレベルと、ありとあらゆるレベル、課長レベルとか最前線レベル

でタッグを組んでいろいろな作業を進めています。ちなみに、CCCは、あとで話があるかもしれませ

んけれども、図書館プロジェクトチームがあって、そこに我々は教育委員会と企画担当をミックスし

て、ブレンドして、そこがカウンターパートとなっています。

ですから、最上級レベルの意思決定は高橋さんと僕でやります。そこがすごいのは、高橋さんが

もう現場にいるのですね。久しぶりに東京、横浜で会いました。2月から住み込み。“炭鉱夫”になら

れています。こういうふうに新聞に、これを5月4日に提携の会見をしました。1月の終わりに蔦屋書

店に行ったときに、たまたま社長がいらっしゃいましたので、そこでお願いして、「俺も図書館をやり

たいと思っていたんだ」とおっしゃっていたので、そこで一気に、4月に提携しましょう、と言ったんで

すけれども、いろいろな集中審議の関係で、5月4日になりました。

我々は「組む」ということをすごく大事にしています。病院問題で、僕はリコールにあいました。リコ

ールされるのは阿久根市長だけかと思っていたら、僕まであったので、けっこう大変な目にあった

んですが。病院については救命救急の最先端のところと僕らは組んでいます。今度、図書館は、



CCCと組むということで、組んで市民価値を上げる。行政が自分のところで自前でやっていこうとす

ると、結局、コスト高になったり、あるいは無理・無駄が発生するのですね。公共部門って、そうなん

ですよ。そうではなくて、お互いのいいところを引き合わせて、伸ばしていく。

僕は行政というのは、民間の補完だというふうに思っています。サービスは民間のほうが絶対に

いい。それを我々は補完するというのが、僕らの一つのスタンスであります。これが合っているか、

間違っているかというのは、実際のサービスを見てご判断していただこうと思っているのですね。

図書館構想なんですけれども、市民の生活をより豊かにするというのをキーワードの最上位にあ

げました。言い換えれば、「市民価値を上げる」。そして、新しい公共施設を作りたい。図書館の延

長線ではなくて、今までにないようなコンセプトで図書館なんだ、ということを企画会社のCCCと組

む。これ、よく勘違いされているのですけれども、青と黄色のTSUTAYAと組むんじゃないかと言わ

れているのですけれども、私はそれよりも、むしろ企画会社のCCCと組むということで、我々は準備

を進めています。

5月4日の会見で、市民価値を9つ定義したのですけれども、これは20万冊とかいろいろ言いまし

た。これ、今少し変わっていますので、これは時間の関係で省きます。

▼〔現在に至るまでの経緯〕

まさか、ここからいろいろなことが起きるなんて、僕ら、夢にも思っていなくて、純真ですから。

これは指定管理者なので議決事項になります。ですので、図書館に指定管理方式を導入する議

決を採らせてもらって、賛成17対反対8。みんな、大体この構図になります。

日本図書館協会から、ほんとうにありがたいご指摘をいただいてね、高橋さん（笑）。履歴はどう

するんだとか、司書の雇用はどうするんだとか、CCCは素人だろうとか、いろいろな指摘も受けまし

たが、ご懸念はよくわかります。今までにないことをやろうとしているから。ですが、履歴のことはあ

とで話すと思いますけれども、司書の雇用についてもあとで話します。CCCは素人だろうって、最初

やったところはみんな素人なんですよ。日本というのは、ここを言うからイノベーションが生まれない

と僕は思っているのですね。いや、図書館協会を批判しているわけではないですよ。

7月、代官山の視察に、うちは議員が行くんです。議決機関なので、議員が行って、やるとか、や

らないと書いていますけどね、いや、そんなこと、書いていません。7月に今度は実際に指定管理者

をCCCにする議決を採りにいきますといって、これも大体同じ。1人逃げましたので、16対8で可決に

なりました。8月にスターバックスを入れて、武雄市民が、「車が増えるよね」と言う。なんのことかと

思ったら、オートバックスと勘違いした（笑）。これをフェイスブックに出して盛り上がるかと思ったら、

実はこれは1198、けっこう「いいね！」がついたんですけれども、これに並ぶのが、僕が出したアヒ

ルについての書き込み。アヒルのネタが1132。途中で急にCCCの構想への「いいね！」がドンと上

がってきたので、なぜだろうと思ったら、CCCでアヒルに負けたら問題になるということで、三、四十

人、みんな、「いいね！」を押したそうです、CCCがね。はい。これ、みんな、黙っていてください。

こういうふうにして、ありがたいご指摘で言うといろいろなご指摘をいただいていますけれども、お

っしゃっていることはよくわかります、心情的には。心情的にはわかりますけれども、まず、我々が

やっていることを見てからまたご判断をいただければありがたいと思うのですね。いろいろなことを

言われますけれども、尊敬する皆さんのご意見は真摯に受け止めます。



9月21日は、予算が議会に来て、総工費4.5億円かけることになりました。これは原資をどうするの

だとか、いろいろ言われましたけれども、この辺になってくるとだんだん賛成が増えてくるんですよ。

議員って、やっぱり世の中の流れに乗っかるのですね。結局、これが大きかったんです。アンケート

で、この表そのものがおかしいと反対の人には言われたんですが、（データの表現に）3Dを使うな

と言われたんですが、9月の頭に1,000人にアンケートをとって「期待する」が70.3％なんです。ここ

で、ほぼ民意が「これでやっていってほしい」ということを受けたので、それでやっていくということで

議員が動いているというのはそうなのです。

僕らは、図書館≒まちづくりだと思っているのですね。すなわち、行政の成長は、QOLとか人口増

加とかいろいろあるのですが、それはもう無理です。ですので、ここの口火、すなわち高齢者層が

いかにお金を使ってくださるかということを主眼にして、代官山蔦屋書店も最初はそれでコンセプト

がスタートしているのですけれども、僕らもそれは見習っていきたいなというふうに思っています。

▼〔デジタルの時代にリアルを追求する〕

もっと大事なのは、このデジタルの時代にリアルを追求する。リアルの最前線が僕は図書館だと

いうふうに思っています。目標値は100万人利用です。これは並べると旭山動物園、金沢21世紀美

術館、武雄市図書館というふうに思っています。そうすることによって何が起きるかというと、図書

館というのはみんなの財産なんだと。武雄市で非公式にアンケートをとりました。人口5万人のう

ち、赤ちゃんとかを除きますが、（利用者が）何％かというと、最大見積もって18％です。その人たち

が繰り返し使っているのですね。これはみんなの図書館と言えないのです。マニアのための図書館

なのです。これを広く、今まで縁遠かった層に図書館という、本当の優れたサービスを届けるという

のがこれからの僕らの図書館行政だというふうに思っているので、CCCと組ませてもらってやりま

す、ということです。

それと、この町に住みたくなる空間です。代官山の蔦屋書店は、最初反対の声が起きたんです

ね、あ、言っちゃいけない。すみません。だけど、あそこにみんな住みたいって言うんですね。住み

たいといって、土地の価値が上がっています。中はこんな感じになっています。

▼〔新図書館施設概要〕

中はこんな感じになっています。初めてご覧になる映像もありますので。子育てのスペースは今

の1.5倍、奥のほうにとります。上は専門書をずらっと並べます。ですので、今まで閉架していた8万

冊の本をなるべく表に出すということをしていきます。もともと上のところはコンクリートだったので

す。どこかの政党は「コンクリートから人へ」と言っていましたでしょう。うちは「コンクリートから本」へ

行きます。あまりウケませんね（笑）。

これは学習室。ガラスのドアを入れて、完全防音にします。ですので、図書館の利用のサービス

と学習を切り分けて、市民の皆さんにしっかり学習をしてもらうと思っています。

それで、人と人がつながる場所ということで、さっき申し上げたようにスターバックスを入れて、飲

食はスターバックスに限らず、家から持込みOKにします。スターバックスだけだとそこで買わなきゃ

いけなくなりかねないので、それはユニバーサルサービスとは違うということでなっています。こん

な感じです。

▼〔20万冊との出会い〕



〈20万冊との出会い〉なんですけれども、ここが最後のポイントになってきます。図書館の場合、今

までは〈検索機能〉が、とにかく〈発見〉よりも上だったんです。それはなぜかというと、図書館十進

法だと思うのですけれども、僕はこれはだめだと思います。［総記］があって、［哲学］とか［技術］と

かあって、およそ市民の心には響かない。その証拠に、「釣り入門」、僕も高橋さんも釣りが趣味な

ので、どうなっているかというと、「釣り」が今の十進法だと［芸術］にあるのですね。これを変更する

ことによって、市民の肌感覚にあるカテゴライズにしたいというふうに思っています。この「おいしい

ベランダ菜園」もそうなんです。今、どこにあるかというと［産業］にあるんです。［産業］に行かない

と、検索しても見れないわけです。それを今度、［趣味］、［実用］という肌感覚に合う分類。我々は

むしろ、〈検索〉よりも〈発見〉、発見しやすいような分類にしていくということで、オリジナルの進法を

作ります。武雄図書21進法というのを作ります。これはカテゴライズすると、［楽しみ方］、［暮らし

方］、［生き方］、［児童書・絵本］、［コミック］、［文芸・文学書］という、今の十進法を階層化した上

に、市民が、「あ、ここだったらすぐわかるよね」というようにしていきたいと思います。だから、こうい

う感じで、「日々のごはんの達人」とかいうふうになるわけですね。そうすると、そこを目指してみん

なが行くわけですよ。そのときに辰巳先生の本はどこだろうか、落合さんの本はどこだろうかという

ふうに行くわけですね。

だから、繰り返し言いますけれども、我々は〈検索〉より〈発見〉に重きを置く、あるいは発見イコー

ル検索をニアリーイコールにするというふうにします。ですので、いろいろな本もこうやってわかりや

すく、しかもデザイン性を付加してきちんと置きたいと思っています。

これもiPadで直感的に検索をできるというふうにしていくんですね。スターバックスの注文もここで

できるようにしたいと思います。

▼〔Tカード、Tポイント〕

ここはもう一つの話題になっているTカード、Tポイントに入っていきます。

今度、これも本邦初公開になりますけれども、オリジナルのカードを作ります。原研哉さんに今お

願いしています。原研哉さんは、皆さん、ご存じのとおり、長野オリンピックだったり、無印良品だっ

たり、日本のデザイン界の最先端にいらっしゃる方なのですね。デザインの本も出されています。こ

れもTカードで借りる人と今までのカードを使う人というふうにして選択制にします。ですので、言い

換えれば、今までのカードを使いたい人はそれでいい。その延長線的か、それよりももっといいサ

ービスを受けたいなというのはTカードを使うということをしていきます。

本を借りたら、最初1ポイントとしていたのですが、これはさまざまな課題があったので、セルフ

POSを使う方にTポイントを3ポイント差し上げるというふうにして、なるべく司書を解放したい。今ま

で、司書の皆さんは貸出し係なのです。これ、かわいそうなのですね。それよりも、来た方々に「こう

いう本はありませんか」と言われたときに相談に応じていただくとか、そういう司書本来の時間を取

り戻すために僕らはこういう、誰でもできる、機械でもできるようなものについては、ここを省力化す

るために、そういうセルフPOSを置いて、そこに3ポイントをつけるという運びにしたいと思うのです。

図書履歴はどうするんだというのは、一番大事なのは、全部が図書館システムから（Tポイントの

システムに）流れるわけではなくて、その中にT会員番号と利用日時とポイント数だけを入れてCCC

のポイントシステムに入りますけれども、ビジネス利用の禁止ということで、規約に記載します。



▼〔新図書館のスタッフについて〕

スタッフ、これもいろいろ言われていますけれども、これで運営コストの1.2億円が1.1億円にまず

10％ダウンします。向こう5年間です。これをもともと行政でサービスをやると、ここで見てもらえば

わかるように2.1億円かかるのです。CCCがやっていただくことによって1.1億円で済むのですね。こ

れを見てもわかるように、行政がやると175％かかるものが、ここをスタートポイントにすると52％で

済むというふうになります。

これは本当かと。議会でもさまざまご指摘を賜りましたけれども、まず、我々はスタバ、販売、図

書館ゾーンというふうにきちんと切り分けたいと思っています。司書は確かに今15人います。今後

の司書は9人なんですけれども、CCCスタッフが25人入ります。合計34人なりますので、2倍以上の

陣容を誇る図書館になります。

今後の検討課題はマルチタスク。いろいろな人が例えば販売をやったり、貸出しをやったりとか、

案内をしたりというマルチタスク化を実施します。スタッフの報酬制度の改革も検討を始めます。そ

して、全国から最高の司書さんたちが集まるような仕掛けをしていきます。やっぱり、人です。司書

は大事です。ですので、そういった方が伸び伸び、自由に、そしてここに来れば、「司書の高橋さん

に会えるね」というような仕掛けというか、情報発信をしたい。

司書というよりも、むしろ本のコンシェルジュとしての力を発揮してもらいたい。「あの人に会いた

い図書館」ということで、Googleの無味乾燥な検索よりも、「あの人に聞いてみよう」。代官山の蔦屋

書店は、今、そうなんです。僕も行ったら話しかけます。「こういう本を探しているんですけど」と言っ

たら、「紙の本だったらこういう本があります」ということを教えてくださるのですね。オープン時は

230人だったのですが、この町に住みたくなるということでこういうふうになっています。

雑誌は販売します。雑誌の貸出しは一部しますけれども、大部分は販売をして、閲覧はOKとす

る、ということになります。

素敵ですね。これを自画自賛と言います（笑）。

「図書館はまちづくり」。内覧会のご案内なんですけれども、これ、最後にしますけれども、4月1日

にオープンなので、3月29日にオープン前の内覧会を開催します。参加ご希望の方は、今日、行政

の方も多数お越しになっていますので、私どもの武雄市文化・学習課に来ていただきたいと思って

います。民間からも今日おいでですので、CCCにメールを送っていただければありがたいと思いま

す。

今日、いろいろな論点・課題があると思いますけれども、できるだけ率直にお話しさせていただき

たいと思いますし、皆さんのご意見を承ろうと思っています。私からは以上です。ありがとうござい

ます。（拍手）

○湯浅（コーディネータ） どうもありがとうございます。ここで発表された新しい話も、今、登場したわけ

ですけれども、なんと11時15分からディスカッションですね、と言っていたのを10時55分で終わると

いう、これもコーディネータとしては非常にありがたいことでございます。皆さんとディスカッションし

ていく時間が十分とれるかと思います。

早速ですけれども、今のお話を伺って、今日は指定管理者制度とか、『市場化時代を生き抜く図

書館』とか、いろいろ書かれておられます南学先生にご登場いただいているわけですが、何のご紹



介もしていなかったですね。今ご講演いただいた樋渡啓佑市長、そしてカルチュア・コンビニエン

ス・クラブ株式会社の高橋聡さん、そして神奈川大学人間科学部の南学さんというパネリストの

方々でディスカッションをスタートしていきたいと思います。

早速ですが、南さん、いわゆる直営と業務委託や指定管理者という話がこの間、公立図書館を巡

ってはあるわけですけれども、こういう対立式でとらえることの是非についてまずお伺いしたいので

すけれども、できるだけこのフォーラムでは、ここでディスカッションする内容は、時間も限られてい

ますので、是か非かということだけで最後まで行っちゃうということを避けたい。むしろ、これからの

図書館サービスとか何か、また地方分権時代における図書館とは何かということを、ビジョンのよう

なことをきちんと把握していきたいと思っているのですけれども、南先生のほうからどういった直営

や指定管理者の問題があるのかをかいつまんでお話しいただければと思うのですけれども、よろし

くお願いいたします。



□公立図書館運営のさまざま

○南 学（神奈川大学人間科学部教授）

南でございます。今日は樋渡市長の付属品として参加させていただきました。

きのうは、メインの司会者として『指定管理者制度は図書館を殺したか』という大変刺激的なタイト

ルで、今日は樋渡市長が大変刺激的な市長さんで、この図書館総合展、楽しんでおります。

昨日のセッションで申し上げたことの繰り返しにはなりますが、私自身の考え方は、日本の場合、

図書館サービスというのは非常に固定的に考えられているな、という気がします。あとで申し上げ

ますけれども、今の貸出し中心、いろいろな意味で批判もありますし、そうではないのだという意見

もありますが、そうはいっても、一人当たり貸出数で評価をするというのはかなり一般的なことは確

かなことでありまして、これは傾向を変えないといけないかということですね。

なんのための図書館か。今、樋渡市長から、まちづくりと。まさにまちづくりだと思いますけれど

も、そのための図書館にこれからしていくためにどんなことが必要なのかというと、それぞれの地域

あるいはそれぞれの専門分野あるいは立地条件、その他でものすごくバラエティに富んだ図書館

があっていいのではないかというふうに思っていまして、それの一つの形態として考えると、直営で

も、業務委託でも、あるいは指定管理者でも、これは全然関係ないということになります。なぜかと

いうと、直営というふうにおっしゃるところも、大部分は直営ではない。というと変な話ですが、市役

所あるいは行政が直接経営している、運営しているという意味では直営かもしれませんけれども、

スタッフ全員が公務員のしかも司書であるという図書館はほとんど皆無に近いです。そんなことで

考えると、むしろ指定管理者では7割以上が司書さんが配置されていると思います。



別にどちらがいい、悪いではなくて、直営とか指定管理者ということを区別することはそもそも意

味が違うのではないか。まず、最初に考えるのは、図書館のサービスとは一体何か、そこを考えた

上で、その地域あるいは資金、あるいは立地条件、あるいはマンパワー等々を考えて、より一番ふ

さわしいサービスを想定する。そして、直営にするのか、業務委託にするのか、指定管理者にする

のか、はたまた市民の方々の自主管理にしてしまうのか、いろいろな形態があると思います。その

辺はまず私の持論として一言申し上げたいと思いますし、その上で、今回の武雄市の事例、非常

に私はおもしろい取り組みだと思いますので、ちょっと場所を移動して簡単なスライドと各地の変わ

った図書館がありますので、そこの写真をお見せしたいと思います。



ちょっと堅い話をさせていただきますと、今回、武雄市の事例を聞いて、私は今日樋渡市長と初

めてお目にかかりますが、スライドの、最後に書いてある「50年ぶりのモデル転換の可能性」があ

るなと思いました。

どういうことかというと、「無料貸本屋」と揶揄される、私は決してそういうふうに批判するつもりは

全くない、本を貸すこと自体は非常にいいことなのですが、これがどこで始まったか。図書館関係

者のほとんどの方はご存じだと思いますが、『中小レポート（中小都市における図書館の運営）』と

いいますが、図書館が中小の都市でどういう機能を果たすか。それから市民の図書館運動があっ

て、東京都日野市でまず巡回サービスで貸出しを始めたのが1960年くらいです。そこから始まった

と私は解釈しております。

結果、それまでは県立図書館や大きな図書館、黴臭い、暗い、あるいは新しい本がない、ほとん

ど人が来ないという図書館が多かった中で、日野市はダントツ1位の一人当たり貸出し数を誇っ

た。日本というのは同質社会ですから、どこかいい事例があるとみんな追いかけるというようなこと

があります。結果的に、どの図書館も貸出しで全部判断されるようになってしまう－－誰が判断し

たのか知りませんが、結果、貸出し数というものに対して非常な神経を持っていったということがあ

ります。

ところが、今、あちらこちらの図書館を見ていますと、サービスに対する応え方は非常に貧しいで

すね。一部非常にいいところがありますけれども、古くて、狭くて、こんなところで、皆さん、滞在とい

うか、調べ物をしたり、仕事をしたりというようなことができるのかというと、できないところが相当多

い。その意味で、今回の武雄市の事例はまず空間ということを意識したという意味で、私は非常に

イノベーティブな取り組みだと思っています。

それから、もちろん代官山の蔦屋も見ましたし、全国各地のいろいろな図書館を見ましたが、さま

ざまな要望がありますし、全部に応えることはどんな図書館でも不可能ということになります。

あとで写真でお示ししますが、韓国に今年5月に図書館のツアーといいますか、視察をしてまいり

ました。さまざまな要望に対してすべて応えられるような形で日々努力をしている姿が見えまして、

「あ、これ、日本と全然違う」と。しかも、そこの司書さんたちはプロという自覚を持っていまして、こ

れは昨日も申し上げたことですが、「市民・住民が主なのだからそれに対するサービスをする」これ

が自分たちの仕事であるし、図書館に来てもらうことがなければ図書館のサービスではない、とま

で言い切る。この辺が非常に日本と違ったプロの意識というようなことがあります。

それから、スライドの4番目に書いてあるのが、図書館は無料だからという「幻想」。指定管理者を

否定する方々は、図書館は無料サービスなので、民間として稼げるのは人件費しかないから、安

かろう、悪かろうにして、結果的にサービスは低下するし、絶対許せないとおっしゃる方がいます。

が、本当に無料サービスなのでしょうか。あとでまた写真をお見せしますが、アメリカのダウンタウ

ンの図書館では本を売っているのです、ビデオは有料で貸出しします。

では、図書館はなぜ無料なのか。図書館法17条、これも昨日も申し上げましたが、「入館料と資

料の提供については絶対無料。だけれども、それ以外のサービスは有料で構わない。」厳密に日

本各地でも有料サービスを展開しているところがあります。これもあとで事例を申し上げます。



ということで、貸出し中心ばかり考えていると、みえないこともある。札幌市の図書館で一番賑わ

っているところがどこか。政令指定都市ですから、大規模な図書館システムなのですが、どこが一

番賑わっているかというと、札幌駅からすすきのに向かって大きな地下通路ができています。そこ

に札幌市の図書館の貸出し返却カウンターが小さな場所です。この会場の演台くらいの場所です

が、ここが一番賑わっていまして、市民の方々はここで予約をし、本を受け取り、返却をする。で

は、そればかりだったら図書館は要らなくなってしまうのではないか、というくらいに。それだったら

アマゾンドットコムのように、倉庫があるので、あとは貸出しだけのレベルにしてしまえばという、極

端に貸出し中心だとそういうことなのです。

では、そうではない図書館は何か。まさに、スライドの下から2番目、「コミュニティセンターとして

の図書館」は先ほどの市長と全く同意見でありまして、人が来なければ図書館ではない。では、人

が来る図書館は何だろうか、ということで真剣に考えなければいけないなということです。まず、一

つのインパクトとして、蔦屋さん、カルチュア・コンビニエンス・クラブと提携して、スターバックスが入

り、快適な、誰もが来たくなるような図書館にしたというところが、私はよくそこまでできたなという印

象を持っております。これは50年ぶりのモデル転換、つまり50年前に始まった貸出し中心サービス

の公立図書館が、そもそも市民に対して、住民に対してどういうサービスをするのかを考えるきっ

かけになるという意味でのモデル転換です。決して武雄市の事例がすべての市に適用できるとは

思いませんし、さまざまな図書館サービスあるいはネットワークを通じた形態があると思いますが、

少なくとも今までの図書館に対する一つの発展形のモデルを提示したという意味で非常に大きな

意味があったと思います。

これから写真を示します。

▼〔各地先進地の図書館の事例〕

・武蔵野プレイス



こんな素敵な空間ですね。これはどこか。これは、武蔵野市の武蔵野プレイスです。設計が非常

に凝っていまして、角がないのです、全部丸い。駅から歩いて2、3分のところで、非常に賑わってい

ますが、このフロアスタンドがついている図書館は、私は初めて見ました。

それから、ここのところでスタディコーナーがありまして、コンピュータで予約できまして、こんな空

間です。これは1時間当たり100円で貸し出しする空間でありまして、リクライニングチェアと、ちゃん

と照明がついて、パーティションもついている専用デスクがあります。並ばなくても場所が確保でき

るということになります。



1階のところ、ワイワイガヤガヤとカフェテリアがありまして、ここは昼御飯でも1000円以上、ちゃん

とした街中と全く一緒の質の高いカフェ、ランチあるいはディナーを提供していまして、なんと夜もワ

イン、ビールも飲めるということです。

その横には、こうした雑誌コーナーがあり、さらに新聞を読むコーナーなど快適な空間になってい

るということであります。

・韓国の図書館



これが韓国の図書館の閲覧室です。誰もいないですね。総面積で2,000平米くらいです。普通の

日本にある中規模の公立図書館。誰もいない。どこにいるのかといいますと、これは中がうまく写ら

なかったのですが、横にある公民館を改築した部屋に、コンピュータがズラッと並んで、そこにみん

ないる。これを電子式のキヨスクというんでしょうか。座席表がありまして、3時間までは使えますよ

と。3時間終わったらもう一回ここに来て、空いているところ、緑のところがあればそこにボタンを押

せば、またそこで3時間できますよというような形でサービスが提供できるということです。



今、こうしたものをキヨスクというんですが、日本でも、座席のコントロールをやらなければいけな

いという意識がようやく公立図書館で芽生えてきましたが、韓国では完全にこれを電子化して、皆

さんが利用しやすいようにしている。

これは英語図書館。韓国は日本よりマーケットが小さいので、国際化しない限りは絶対生き延び

られないという、大変な英語競争というのがありまして、韓国人の場合、小さいときから英語を鍛え

ようとしている。これは公立図書館で、公共で有料なサービスとして英語図書館を運営していて、絵

本から、子どもの時代からやろうということで、こんなに小さい子から英語の授業をやっています。

これは大学に委託して、図書館ですけれども英語でということで展開しています。



それから、これは小さな図書館。180平米という、小さな町中の図書館です。蔵書数がたった1万

冊。でも、子どもの空間が半分でありまして、放課後、子どもたちが来ていろいろとここで学習をし

たりというようなことで、子ども中心にサービスをしている。もちろん大人用の空間もあって、セミナ

ー室、ちょっとした打ち合わせもできる、このような町中の小さな図書館です。

それから、大きい図書館は県立図書館レベルでしょう。ソウル市の中央図書館でありますが、ズ

ラッとコンピュータが並んでいて、なぜこんなにコンピュータがいっぱいあるんですか、と聞いたら、

自宅でもちろんコンピュータはものすごく普及していますが、なぜ、図書館に行くのかといったら、フ

ォトショップとか、イラストレーターとか、高額なソフトがこちらにはあるんですね。わざわざ自宅で数

万円も出して、年に1回か2回使うということはあり得ないので、ここに来ています。もちろんそれだ



けではなくて、情報検索から何から資料作りということで、こうしたコンピュータの各部屋は満杯とい

うことになります。

開館時間は朝の8時とか7時から夜10時という形で、ほんとうに人間が大体活動して、寝る時間以

外は図書館は大体空いている。これは中央図書館です。

これが国立図書館とその下にあるデジタル図書館でして、これは模型なんですけれども、伝統的

な国立図書館です。蔵書が数百万冊、その下の緑の空間、これは地下になっていまして、下が1

階、この緑の空間は下から見れば3階になっていますが、この中はどうかというと、本が1冊もない。

全部コンピュータの机がありまして、この場所も貸出し、予約できて、検索。場所によっては3つの



画面でマルチメディアで音楽と映像と文字の組み合わせでさまざまな資料を作成しているという姿

も見られました。



それから、新聞の閲覧。これは全部パネルですね、手で。数十カ国、1000以上の新聞が一つの

パネルの中で見れます。好きな新聞を呼び出してページを手でめくればいいということで、これは

延世大学のライブラリー、サムソンが寄付したところですが、同じように図書館のパネルでの新聞

閲覧が当たり前です。あと、日本のスポーツ新聞、芸能面なども見られるようになっていて、学生た

ちはコンピュータで勉強を真剣に。



メインフロアにはコンピュータばかりで図書がない。これはアメリカでも一般的です。日本でもラー

ニングコモンズという形で幾つかの大学が始めていますが、ことに大学の場合、知的な作業は今

個別の研究ではなくて、皆さん、ディスカッションで、あるいはインターネットを使って、あるいは図書

を使ってさまざまなメディアを使いますので、主要な空間からは図書が消えてしまいました。もちろ

ん図書はあるんですよ、上の階にあって、皆さんでディスカッションしながら、さまざま研究を進める

というのが今の大学の現状です。

・山形県のある町の図書館



これは山形県のある町、人口が7,000人です。小学校に図書館があります。これが図書館で、学

校の面積の4分の1を占める。蔵書数は5万冊で2階建て。学校図書館ではなくて、これは町立図書

館ではないですか、と。でも学校図書館なのです。8つの小学校を一つに統合したので、子どもたち

がいなくなると困る、ぜひ子どもたちの姿を見たいという町民の要望に応え、しかもコミュニティセン

ターの役割もということで、学校の図書室を図書館にして、これは補助金の給付がありますね。図

書館では補助金がつかないのですけれども、学校図書館にはサポートができる、というふうな工夫

をしまして、この小さな町にしては分不相応の大型図書館を作った。しかも、この前に駐車場があり

ますね。これもすごいですね。交通機関は車という地域ですので、学校に100台分の駐車場です。

なぜ100台要るかというと、入学式、卒業式、学芸会、父母会、その他でここの地域は皆さん車で来



るのだから、全員の分を用意しておかないとだめなんです、と言いながら、日常的には図書館用で

す。という、税金を使う理由を考えている。すごいですね。小さな町でこんなふうに工夫ができると

いうことです。



学校の入り口はこの正面ですが、図書館の入り口は全く別に横につけられていまして、見ると、

事業案内、開館時間、9時から午後6時まで、土日は午後5時までで、右下に返却ポストがある。公

立図書館と変わらないですね。入り口には靴箱がありまして、子どもたちは上履きで入れますか

ら、一応、皆さんも上履きといいますか、スリッパで入ってきます。その中には、ちゃんと集会室もあ

りました。これも「あれ、こんなところに集会室があるんですか」「いえ、集会室ではないんです、学

校の多目的ルームです」というお話でございまして、ただ、町民が使いやすいように、ちょっとした

打ち合わせができる畳の空間があります。





こんなに素晴らしい、地方の図書館とも思えない、それ以上の閲覧スペースですが、これもちゃん

と用意できています。2クラス合同で利用できるほどの資料があって、その分、机、椅子の準備をし

てあります。日常的には町民の皆さん、満杯にならないくらいにいっぱい用意してあるということで

ありまして、1階は全部漢字で書いてある一般図書館的な図書館で、2階部分はコンピュータがズラ

ッと並んでいまして、ここで勉強できる子どもたちはなんて幸せなんだろう、というような快適な空間

になっています。廊下でつながって、子どもたちはワイワイガヤガヤ言いながら、本を借りるのを楽

しみということが実現しているそうであります。

・アメリカの公立図書館



これはアメリカの公立図書館。たまたま夏休みにハワイへ行って、タクシーをチャーターしてダウ

ンタウンのちっぽけな図書館を見てきました。こんなかわいい図書館の中で、この中でなんと本を

売っていました。「for sale」と書いてある本があります。さらに言うと、寄贈を受けた本をどれでも1ド

ルでいいですよということで、これは寄贈を受けた人にちゃんとお伝えして、何回か使った後、売る

ことがありますよということでご了解を得た上で、1冊1ドルで売っている。それから、DVD、上のほう

に書いてありますが、1ドルでfor one weekということで、1週間1ドルで公立図書館で貸しているとい

う実態であります。

というように、図書館ってバラエティに富んでいるのですね。私は今回の武雄市の試みは日本の

図書館モデルを地域の実情に、立地条件に、市民の方々の要望に添って、なおかつ自治体の財



政規模に応じてという形で、さまざまなサービスをさまざまな運営形態で提供できるきっかけになる

というふうに期待しておりまして、今後、非常に大きなインパクトになる。今後の図書館経営につい

て、ものすごい大きなインパクトになるのではないかと考えています。長くなりまして、すみません。



□パネルディスカッション

○湯浅（コーディネータ） ありがとうございました。非常にわかりやすいご説明をいただきました。要は、

図書館のサービス空間が現状としてそれぞれの場面でどういうふうになっているのか。例えば、座

席のコントロールという概念が、それほど今多くの日本の公立図書館に展開されているわけではな

い。また、電子資料、先ほど韓国の延世大学でしたしょうか、新聞を電子資料で見る。また大学で

今起こっているラーニングコモンズの展開ですね。いわゆる本の倉庫ではなくて、電子資料と紙媒

体のものをハイブリッド型といいますか、両方を使う。そして、その空間でさまざまな知的活動を行

うという、そういう観点から南先生からいろいろお話をいただきました。

冒頭、樋渡市長から図書館≒まちづくりのご提示があったわけですけれども、まさにそれを例証

するかのような事例がいろいろありました。実は、私も何の打ち合わせもなしに、樋渡市長のパワ

ーポイントを見たり、南先生のパワーポイントを見たので、なるほどなというふうに思いました。

では、図書館のサービス空間というものを考えていくことで、ここでカルチュア・コンビニエンス・ク

ラブの高橋さんにお伺いしたいと思ったのですが、樋渡市長のほうで、「これだ」と思わせた、蔦屋

のノウハウといいますか、それが図書館にどういうふうに活用できるのか、具体的なお考えがあっ

たら。もちろん武雄市がこういうことをやりたいというビジョンがあって、それに対して何ができるか

という関係でもあると思うのですが、そのあたりのことをコメントしていただければと思います。

○高橋 聡（カルチュア・コンビニエンス・クラブ株式会社）

図書館だからというのは、そんなに強く意識していないのですね。代官山蔦屋を作ったときもそう

なのですけれども、「顧客価値はその空間でどう創れるのか」というのを突き詰めていくと、代官山

ではああいう形になりました。武雄市では顧客価値、市民価値はどういうふうにつくっていったらい

いのか。例えば、そこでコミュニティをつくってほしいとか、ゆっくりした時間の中で本を読んでほし

い、みたいなイメージを膨らませていったときにああいった空間になったというようなのが、「図書館



がありき」ではなくて、「顧客価値をどうつくるか」というところを突き詰めていくとあの形になったとい

うのが実質のところですね。

あと、細かいテクニックも幾つかあって、例えば今回、武雄市の図書館でいきますと、ほとんどす

べて家庭用照明にしようと思っています。高度経済成長していたときの日本は、行け行けドンドンだ

ったので、蛍光灯ガンガンでよかったのですけれども、今の時代はもっと癒しであったり、落ち着き

ということを人々が求めているよね、ということを考えると、図書館に行く、もしくは本屋さんに行くと

きも癒しであったり、安心というような雰囲気づくり、これが非常に重要になると思うのですね。そう

いった意味でいくと、照明に関して言うと家庭用照明を使っていく、みたいなことは考えています。

○湯浅（コーディネータ） ありがとうございます。先ほどのああいう書架の構成なども、これは武雄市か

らのいろいろ依頼があって、ああいう形をデザインしていくということなんでしょうか。

○高橋（CCC） 書架というのは並べ方ですか。

○湯浅（コーディネータ） 書架自体が例えば動くとか。

○高橋（CCC） あれは、一番最初に市から要望があったのは、とにかく閉架書庫をなくして、せっかく

既に今18万冊も持っているのに、全部見れるようになっていないのはおかしいというご意見をいた

だいてから、それをどう配列するか、どう見せるかというときに、あのアイデアが浮かんだということ

です。

○湯浅（コーディネータ） 分類法に関しても、先ほどちょっと樋渡市長のほうからお話がありましたけれ

ども、双方の話し合い中で、生まれてきたということなんでしょうか。

○高橋（CCC） そうですね。分類については、いろいろ調べたのですが、やはり十進法は素晴らしいの

ですね。それは〈検索〉の世界においてすごく素晴らしくて、ただ、〈発見〉についてはいまいちだよ

ね、というのが正直な感想でしたので、武雄市というのは5万1,000人の都市で、その小さな町では

新しい文化とか、発見みたいなことをより市民の方に感じてほしいよねと。残念ながら、蔵書も今

回、いろいろ拡大して、マックスモデル23万冊なんですね。この中で非常に専門的な本をズラッと揃

えるかというよりは、バラエティに進まないといけないということでいくと、専門的な本は佐賀県の図

書館とかにあるので助けていただきながら、我々がやる5万1,000人の都市の図書館の23万冊とい

う世界の中では、検索というよりも発見ということで、新しい知に出会ってもらうということを重要視

したいなというふうに思ったところから、ジャンル分けに関しても、「無目的で行ったときに出会う」と

いうことを軸にやっていきたいなと考えています。

とはいえ、誤解のないように言いますと、ちゃんとシステムの中で十進法のデータは持っておりま

す。ですので、いろいろな統計データであったりとか、もしくは十進法ベースで探されたいお客様に

対しては対応できるようにしておき、いわゆる外に出た、アウトプットしているところに関して言うと

〈発見〉系でやる。かつ、市長のプレゼンでもちょっと触れられましたが、我々は今回、書籍検索で

書架の位置表示ということをしています。ですので、発見だけでなく、検索に関してもちゃんと場所

の位置表示ということをしながら、さらに日本語のジャンル表記をしっかり行い、日本語のジャンル

POPがあって、すべて目視で確認できるというところまでやることで、検索というところでも、十進法

には負けますけれども、担保したいなと考えています。



○湯浅（コーディネータ） ありがとうございます。NDCの書架表示ではなく、［仏教］とか、そういう形で探

しやすくしていくということだと思うのですが、樋渡市長はその制度設計という中で、かなり満足いく

状態に今なってきているわけでしょうか。

○樋渡（武雄市市長） はい、もう、僕は基本的には十進法、嫌いだったので、要は発見しにくいんです

よ。なので、僕らは素人として、一般のユーザーとして見つけたいというところ、それと、無目的で図

書館に行ったときに、新たな発見をしたいと思うじゃないですか。「あの本を探す」というのではなく

て、行ったら、発見して、この本があって、その横にはすごい連関性の高いものがあって、だったら

一緒に借りようと。それが、僕、最初に言ったのです。

実際、武雄の21進法ですか、やったときに、またいろいろな話がたぶん出てくると思うので、それ

はそのときに変えていけばいいと思うんです。そのときの最適解を真に生み出していって、よりいい

ものにしていくというのが僕はすごく大事だと思っています。

○湯浅（コーディネータ） 今、現在の利用者から、新武雄市図書館になったときに、どういう利用者層と

いいますかね。もちろん、人口の18％しか利用していないというものを多くしていく、それでなけれ

ば市の施設として意味がないということだと思うのですけれども、さらにもう少し詳しく、利用者層と

いいますか、変化を期待するところを教えてほしいのですが。

○樋渡（武雄市市長） 2つの層を考えていて、これはCCCがプレミアムエイジとおっしゃっている層です

ね。だから、60歳以上で。

○高橋（CCC） そうですね、60歳から67、8歳くらいまでですね。

○樋渡（武雄市市長） その元気な層をターゲットにしたい。見ていると、その層って、武雄の場合、あま

り図書館に、これは僕の体感温度なのですが、そんなに実は見ないんです。ですので、その層をき

ちんと捉えたいということ、もう一つは、これはどこの図書館も共通だと思うのですけれども、やっぱ

り10代、20代ですね。30歳の手前くらいまでの層、図書館って、こんなに素晴らしいんだよ、ってい

う“気づき”というか、それを引き入れるために、実はTポイントというのも考えたんです。

Tカードを使っている層が圧倒的に10代、20代ですね。そうですね。

○高橋（CCC） そうですね。

○樋渡（武雄市市長） ですので、その層を図書館に引き寄せたい。図書館の良さに気づいてほしいと

いうことで、少なくとも僕は、そこはCCCと見解が違うかもしれませんけれども、最初に僕はそこは

思いました。

○湯浅（コーディネータ） まちづくりということに当たっても、例えば、今、課題解決型のサービスという

のも図書館の中では大きな話題になっているわけですけれども、ビジネス支援であるとか、子育て

支援、あるいは医療、そういった情報サービスについて、よく、利用者が増えてもレファレンスサー

ビスを重視しないのではないかというような報道があったようなんですけれども、これについては樋

渡市長はどういうふうにお考えでしょうか。

○樋渡（武雄市市長） それ、全くの誤解で、そのためにセルフPOSを入れて、司書さんが本来持つ、コ

ンシェルジェとしての機能を開示してほしいと思っているのです。すなわち、お客様がお見えになっ

たとき、市民がお越しいただいたときに、「この本、どこにあるの？」とかいうのを日常会話の延長で

できるようにする。今、うちの図書館は整理とか貸出しに力をとられてしまって、見てみると、本棚に



は誰もいないんです。これは図書館としてはそれこそ貸本屋ですものね。ですから、そういう人たち

が気軽にユーザーと話ができる関係に持っていきたいということです。

○湯浅（コーディネータ） いわゆるフロアワークができていないところをもっと。

○樋渡（武雄市市長） そうです、うちはね。そう思っています。

○湯浅（コーディネータ） 南先生、よろしいですか。

○南（神奈川大学） 今の言葉で非常におもしろい事例が長崎市立図書館、これはPFIと言っています

けれども、人口40万で、年間100万人が来る、大変人気な場所なんです。そこはいろいろな機能が

あるんですけれども、私は非常におもしろいと思ったのは、そこの司書さんが「市民と勝負をする」

と言う。というのは、毎週、木曜日に新しい本を何十冊と配架し、展示をするのですが、当たり前の

本なのですが、その中の二、三十冊は、こんな本、たぶん借りないだろうな、だけどちょっとチャレン

ジで、ことによったら借りるかもしれない、という、ちょっとひねったようなサブカルチャーふうなもの

とか、いろいろなものを並べて、展示して、これをみんな借りるだろうか、という勝負をするらしいん

です。そうすると、大体1週間でほぼなくなる。なくなる日が木曜日に入れて金曜日なのか、日曜日

なのかというところを見ながら、次の勝負は何にしようというので、司書さんたちと市民が楽しんで

いる、そういう知的戦いをですね。これがすごくおもしろいです。

○樋渡（武雄市市長） いいですか。さっき答え忘れていたんですけれども、レファレンス機能と加えて、

もう一つ、僕が大事にしようと思っているのは、「人と出会う」ということを大切にしたいんです。これ

は、すなわち市民同士が出会うというのももちろんあるんですが、5月だったか、我々が内々にアン

ケートをとったんです。「新しい図書館に何を望みますか」といったときに、かなり多かったのは、講

習とか研修とか、講座を開いてほしいということがあった。これは私のネットワークからはそんなに

ないので、ここはCCCのお力を借りて、例えば作家さんであるとか、文芸評論家の方であるとかを

呼んで、講座というのかな。地方都市って、これ、なかなかないんですね。しかも、うちは複合施設

なので、コンプレックスなので、横に企画・研究室が大きいところと小さいところの２つあるんです。

それを切り分けて、映像も出しながら話ができる、ということもしていきたいというのは思っていま

す。

○湯浅（コーディネータ） 南先生、どうぞ。

○南（神奈川大学） その点では、きのう、これを申し上げたことなんですが、韓国の先ほど言った、閲

覧室に誰もいない、コンピュータの前にいっぱいいるというところの、どうやって人を寄せるかという

のは、コンピュータではなくて、講座で寄せています。

○樋渡（武雄市市長） ああ、やっぱり。

○南（神奈川大学） 講座は、市民が講師になり、市民がお客さんになり、お互いに学び合いながら、さ

らに市民の講師が増えていくというスタイルをとっています。だから、図書はちょっと付属。補強材

料という形。そういった形で、一人の司書さんが年間20講座、ノルマというか、目標だそうです。そう

すると、年間200講座くらいになります。そういったやり方もあるのではないかと。

○樋渡（武雄市市長） そうですね、それ、すごい参考にしたいと思っていて、もう一つは、武雄市は歴史

研究がすごい盛んなんです。地方はどこでもそうかもしれませんけれども。教育委員会とも常にタ

イアップしていますので、それは全部CCCにお任せではなくて、CCCの力を借りて、共同で、例えば



市民の皆さんたちとか、歴史研究家の皆さんたちの市民レベルの教室を今でもやっていますので、

そういうものをきちんと進めていきたいなと思っています。

○湯浅（コーディネータ） いわゆる図書の館（やかた）というより、本を媒介にした生涯学習の場であり、

新たなまちづくりの中心だということだろうと思うのですが、地域資料の観点も今おっしゃっていた

だいたので、今後の方向性として、図書館が無料貸本屋ではないという部分でいうと、地域資料の

充実ということが望まれるわけですけれども。

○高橋（CCC） 僕は、今回、図書館をやり始めて、レファレンスの分野で一番ショックだったのは、司書

さんのお給料が非常に安いということですね。これは、本当に問題だと思います。なので、レファレ

ンスの技術に対して、プロフェッショナルとしての対価が支払われていないという、この根本的な問

題解決を同時でやらないと、質の向上とか起こっていかないし、例えば、今、契約的な社員でいくと

年数が5年とかでアッパーがかかっていたりしますね。そこに技術の集積とかがされない、みたいな

変な状況があるわけです。

期待されていることはレファレンスなのに環境が違うみたいな、このジレンマとか矛盾はなぜ今ま

で解決されていなかったの、というのはけっこう疑問になりました。

○湯浅（コーディネータ） いわゆる図書館界、それこそ日本図書館協会が指定管理者制度が増えるこ

とによって非正規雇用が増え、そして司書資格が十全に機能していないのだという批判の仕方をし

ていると思うのですが、高橋さん、指定管理者の、受託する側から雇用の問題が飛び出したと思い

ますが、まさにおっしゃる、プロフェッショナルとしての活躍の場としての図書館をつくっていかなけ

ればいけないということになると思います。

従来、出版業界と図書館界という中で、無料貸本屋論争という、先ほどからちょっと出ていますけ

れども、南先生がおっしゃった貸出し中心主義、それが50年ぶりに、ひょっとしたらこれから変換し

ていくのではないかということでした。たぶん、2004年のNHKの「クローズアップ現代」で糸賀雅児

さんがゲストで出ておられて、「売られているのが8億冊、借りられているのが5億冊」と言ったのが

その時代だと思うのですね。ところが、今、最新の数字を見ますと、『出版指標年報』では、2011年

の販売冊数が7億13万冊、『図書館年鑑』の2012年版では、館外貸出しの総数、個人貸出しが7億

1,618万冊、3億850万人が来館して、7億1,618万冊が貸し出されているということで言うと、追い抜

いているということになるのだろうと思うのですけれども、ひょっとして、今日、会場に糸賀さん、来ら

れていませんか。

糸賀先生にコメントをいただきたいなと。8年前の「クローズアップ現代」の再現みたいですが。

○フロア（糸賀雅児・慶應義塾大学教授）



今、突然振られたので、何を？

○湯浅（コーディネータ） いわゆる貸出し中心主義からこの武雄市の図書館のモデルのようなものが出

てくる。先生のコメントというか、どう感じておられるか。

○フロア（糸賀・慶應義塾大学） 今までの議論を聞いていて、私は武雄市の試みは大変おもしろいと思

うのです。ただ、日本の図書館の発展を考えると、さっき南先生は50年ぶりの転換と言われたけれ

ども、その間にも実は図書館はいろいろな試みをやっていて、例えば、浦安の図書館は絶対に無

料貸本屋というふうには考えられないですね。貸出しと市民の学ぶ、あるいは調査、研究、調べ物

に対する需要に応えるということは随分各地でやられてきたように思います。

私は今までの話を聞いていて、武雄市長のように、市長さんが図書館をよく理解したら、それは

直営であっても、指定管理であっても、かなりまちづくりと結びついた図書館ができるだろうと思い

ます。問題は、そういうふうな行政側に図書館のあるべき姿をいかに正確に理解してもらうか。これ

に関しては、図書館側の働きかけが私は弱かったと思うのです。一方で、最近、多くの首長さんた

ちが知事さんであるとか、市長さん、町長さんで図書館について理解を高めている方がたくさんい

らっしゃいますので、随分、いい図書館も増えてきたように思います。

せっかく発言の機会を与えられたので、私は武雄の試みってすごくいいし、やはり代官山蔦屋書

店のノウハウですね。よく“つたや”というと、皆さん、TSUTAYAがやるのだというお考えですが、私

は代官山蔦屋書店のノウハウを武雄で生かした場合、どんな図書館になるのか、ほんとうに楽し

みでこれはぜひ見たいと思うのです。ただ、気になるのは、やはりTポイントですね。Tポイントを付

けることで、一部の民間業者が、行政が先導することにということで導かれるのではないか。そこの

点だけは気になります。例えば、ハンバーガーを食べようと思っても、ロッテリアではつくんだけれ

ども、マクドナルドではつかない。ガソリンスタンドに行っても、ENEOSではポイントがつくけれども、

コスモ石油ではつかないということになると、図書館のTポイントを持った方は地元の一部の民間

業者のお店だけ行くようになる、それを行政が誘導してしまうのではないか。そういう意味での行政

の公平性が担保されるのかどうか、気にはなります。



だけれども、やっぱりさっきのスライドを拝見しても、いろいろな書架で利用者に対してアピールす

るような書架づくりということは、これは直営の図書館も大いに見習う点があると思いますので、楽

しみにしております。

○湯浅（コーディネータ） ありがとうございました。さすがに的確なコメントでございました。最後のTポイ

ントについては、ちょっと高橋さんのほうから民業と行政とのサービスの中におけるTポイントの位

置づけ、Tカードの位置づけを一言いただきたいと思っております。これは全く同じではないです

ね。

○高橋（CCC） 位置づけというのはないんですけれども、仕組みとして今回どうしているかというと、先

ほどのお話からすると、選択制にしています。Tポイント、カードでも使えるし、既存カードでも使え

る。ここで、市民の方に選択の自由があるということがまず大前提と、もう一つ、仕組みのところで

言うと、我々が図書館のポイントの利用データとか、履歴データを使用して、これ、ビジネス利用す

るとなると民業を応援しているというか、民業を利用しているということになるのですが、今回、履歴

も吸い上げませんし、そもそも図書館システムと我々のシステムは全然別個で独立して立ち上げて

いるということがまず大前提です。かつ、武雄市さんのほうから、絶対ビジネス利用しちゃだめよと

いうようなことで今契約を進めていますし、かつTポイントを利用する方に関しては利用規約をしっ

かりお伝えするということをして、この議論は6月くらいからいろいろなところで起こっているのです

けれども、どうしても我々はふだんの民間のときでは、ポイントというのをちゃんと履歴分析して、そ

の方にリコメンデーションをするというビジネスをやっているわけで、やろうと思うとそれができちゃう

んですよ、という環境がどうしてもあるわけなので、いつまでたっても疑念が晴れないので、これは4

月以降、実際に運営した中で、そうじゃないよ、というのを示していくしかすべがないかなというふう

には思っています。

○樋渡（武雄市市長） 先生、幾つか間違いがあって、「直営でもできる」とおっしゃったんですけれども、

私みたいな首長から言うとできません。できないから、こうやって応援を要請しているわけですよ。

直営では、僕も市長になって6年間いろいろやってきて、限界を感じたらしているのであって、僕は

指定管理者が是とは思いません。ですので、全国、幾つあるんですか、3,300ですよ。いろいろあっ

ていいじゃないですか。うちみたいにCCCと組むところもあれば、どこか例えば紀伊国屋さんとか、

丸善さんとか、いろいろ組むのもあってもいいし、直営もあっていいし、そこからいろいろな図書館

が、やっぱり競争するって、僕はすごい大事だと思っているんです。

それともう一つ誤解があって、Tポイントの、それで例えば図書館に来て、一気に500ポイントとか

たまったら、それはたまらないですよ。ですが、これ、議会でもいろいろなところで言っていますけれ

ども、このポイントの数そのものも誘導にしかすぎないんです。だから、これをもって特定の業者を

応援しているとかいうのは、僕は当たらない。これは程度問題だと思いますよ。それよりも、幅広い

層にお越しいただくという政策目的のほうが僕は高いと思ったので、これを採用する、それだけで

す。

○湯浅（コーディネータ） ありがとうございます。フロアからいろいろご意見をいただきたいところなので

すが、今の議論の中で、直営でもこんなことができるとか、そういう論を持っておられる方、いらっし

ゃいますか。どちらかというと、私は近接しながらお話しするのが好きなので、この方はどういう人

なのか、ちょっと聞きながら。



○フロア（横浜図書館友の会） 私、横浜から参りました福富と申します。私は横浜で、図書館が大好き

で、図書館友の会をやっておりまして、全国の図書館の友の会が連絡を取り合いながら、手をつな

いで、しかも支えて、日本の文化を発展したいということで、今日、まちづくりで頑張っておられる武

雄市長の話を聞けたので非常にうれしく思っております。まちづくりの図書館というのは大変いいと

思います。

ただ、お願いは、私も4月何日かに話題になって、初めてフェイスブックを拝見していろいろ見たん

ですけれども、議会の答弁で、例えば「直営でもできる」とか言っても、「そんなバカな質問をしない

で」とか頭ごなしに叱られると、私、心が弱いものですから、ちょっといじけてしまうので、今日は素

直に聞いていただいて。

それとフェイスブックが大変良くて、震災のときとか、災害のときとか、この前も頑張っておられま

すし、ずっと読んでいて。

○湯浅（コーディネータ） 大変申し訳ないんですけど、前ふりはそのくらいにして本題を。

○フロア（横浜図書館友の会） すみません。高橋さんにも電話でお話して、CCCに聞いたときにです

ね、いろいろなことをおっしゃっていまして、そのうちのスターバックスができたんですけど、やって

いる図書館は全国にたくさんありますし、ですから、今までCCCが考えた中で、それから、南さん、

韓国の例とか言っても、私の知っている限りの全国の図書館のことで、CCCでしかできなかったの

はTポイントだけですね。確かにそうかなと思っております。

○湯浅（コーディネータ） 直営では実現できていないことについて･･････。

○フロア（横浜図書館友の会） つまり全部できているということですよ。今、説明した、スライドに全部で

きていることは、私の知っている限りの公共図書館で、直営でやっているところ、全部できています

からね。だから、できていないのがなぜできなかったというのがTポイントだけはさすがに新しいアイ

デアで、これは民間だからできる。そこのところはTポイントだけで、例えば、他のところでもTポイン

トまがいのもの、ここに持ってくれば、こういうサービスがありますよという形で、Tポイントではない

ですけどね。だから、さっきの糸賀さんがおっしゃったように、こっちで使えてこっちでは使えないよ

うな感じの、例えばまちづくりでこの店しか使えないようなものしか出していないというやり方はなか

なかないから、Tポイント制ですね。

○湯浅（コーディネータ） まとめますと、直営で十分できているのに、CCCが参入してくる必要はないと。

○フロア（横浜図書館友の会） そうです。私が聞きたいポイントは、武雄市長がなぜ教育委員会、行政

が……。

○湯浅（コーディネータ） すみません、たぶん演説になると思うので、一言だけパネリストから返してい

ただければ。

○南（神奈川大学） 直営でできるのは当たり前。できるのですが、でも、できないポイントが2つありま

す。まず、直営の場合、専任の司書さんの配置率が非常に低い。ほとんどの中小の都市では、司

書雇用採用していないという事実があります。そういった意味で、人的に直営＝公務員の司書とい

うことで考えた場合、人的にほとんど不可能ということが一つあります。

それから、公務員の場合、どうしても勤務条件その他から言って、月曜から金曜、9時から5時を

原則にしているので、市民のすべてのいろいろな要望に応えて、ちょっと勤務形態が難しいなと。そ



れから、直営の場合の大部分は、非正規雇用がほとんど、半分以上を占めています。これは図書

館協会のデータにもあります。

それから、日本のある自治体で司書さんとのお話で、韓国の事例、その他の事例を紹介したとき

に、その中心になる司書さんが一言言ったのは、「私たちにもこういう空間を与えていただけたら、

もっとすごいことができます」と言うんです。じゃ、今の状態でどうなんですか、ということに対して、

何も答えていない。この自治体は、老朽化した非常に貧しい図書館、ハードウェアの中で運営して

いました。そこに対して、工夫その他があまり見えないで、施設を整えてくれたら自分たちだって、

できるんだよという。だけどやっていないのが現状です。

○フロア（横浜図書館友の会） 今の点で、大変恐縮ですが、簡単に言います。公務員ができないと決め

つけているのはおかしくて、ちゃんとできている図書館があるから、その市町村では、旧態依然の

市町村で、勤務時間を制約してやらないとか、それからさっき言ったように、司書の採用のところに

条件をつけていないところをやるようなね。世の中がそうだという……。

○湯浅（コーディネータ） まことに申し訳ないんですけれども、今のお話は、そもそも論になってきている

わけで、次の世代に向けて図書館をどんなふうに形作っていくかという議論が、つまり、直営かどう

かということだけに、冒頭言いましたように、ここでのスコープは、直営がいいか、民間がいいかと

いう話ではなくて、どういう図書館の利用サービスができるかとか、そこに向けていきたいわけで

す。

○フロア（横浜図書館友の会） まさにそれをやりかったんです。司会者が直営でできないかと言ったか

ら、直営でやっているところがあるよと言っただけの話でですね。それでは、今後の、さっき言いま

した、本当にいいまちづくりの図書館、いろいろ例をあげたやつを手段として、南さんがおっしゃって

いるように、直営であろうと、指定管理であろうと、これからの未来に向かってやっていかなくてはい

けないと、こういう点で言えば、今日は大変示唆的なお話を伺いました。しかし、武雄市で、やはり

なぜ直営ではできないという判断をされたのは、宗教が違うという、今日初めてお目にかかったん

ですが、宗教が違うだけではわからなくて、なぜ宗教が違うか。それから、もう一つ、市民が武雄市

民の人といろいろ連絡をとると、いいアイデアを持っている人がたくさんいるのに、市民の意見を聞

かずにパッとCCCと、なぜだかわからない。

○湯浅（コーディネータ） 申し訳ないですけれども、ご質問ではなくなってきているので。他に今の空間

を利用したサービス、そちらのほうでお話しいただける、こういうことについて聞きたいとか、あるい

はコメントしたいという方がいらっしゃればお願いしたいのですが、どうでしょうか。はい、どうぞ。

○フロア（県立長野図書館） 私は県立長野図書館から参りました、スダと申します。武雄市の市長さん

のお話をいろいろと聞いて、取り組みとしてはトップダウンの市長さん自らの考え方を実現しようと

いう考え方で取り組んでおられるというのは大変すばらしいと思います。ただ、お金の関係、財政

面としては、今までの図書館に少し手を入れて、それで新しいデザインにしたと。デザインをいろい

ろと述べておられるのはいいのですが、全国のいろいろな図書館としては、すべて指定管理者制

度を取り入れた場合、図書館を全部きれいにするというところを前提にはできない。要は、今の図

書館の中で、どのようなサービスを実現したらいいのかというところまで、指定管理者制度をするか

しないか、ということを考えている図書館が大部分だと思うのです。



そのときに、そのサービスをどのような形で持っていったらいいのかということを少しお聞きしたい

なというのが一つ･･････。。

○湯浅（コーディネータ） そのくらいにしましょう。では、樋渡市長。

○樋渡（武雄市市長） 高橋さんも僕も説明しましたけれども、図書館は貸本屋ではないんですよ。南先

生もおっしゃっていましたけどね。だから、空間で、例えば本を借りたり、あるいは閲覧したり、今

度、飲食の機能も入れますけれども、それが大事なエッセンスの一つだと思ったんです。

ですので、建て替えるとなるとすごいお金もかかるじゃないですか。内装という意味で抜本的に変

えるということで、より居心地のいい空間をつくるために予算立てをして、これはもう僕、市長になっ

て100億円くらい節約しているんですよ。ですので、それをきちんと入れるということと、年間1,000

万、浮くことになるんです。今まで1億2,000万だったのが1億1,000万になるので、向こう15年間これ

をシェアするということになると、1億5,000万浮くことになるわけです。だから、さまざまな財源を担

保してこれをやっているということです。

○湯浅（コーディネータ） 高橋さん、何かコメントがあれば。

○高橋（CCC） いろいろなタイプに合わせて、例えば今回の場合ですと武雄市もたまたま我々にお声

がけをいただいて、我々の場合は空間演出の改装から入るほうがベストで、ベターですね、という

ところから始まったのですが、他にも指定管理をやられている皆さんがおられるので、改装を伴わ

なくてもできる方がおられると思うので、その方と市町村の方が接触されればいいものも出るんじゃ

ないかなというふうには思います。

○樋渡（武雄市市長） それと、たまたま、うち、開設してちょうど12年に当たっていたので、そろそろ傷み

もけっこうあったんです。だから、どっちにしても改装はしなければいけなかったという時期に差しか

かっていたのですね。ですので、そのタイミングとも合ったというのは、後付けになりますけれども、

その需要もありました。

○湯浅（コーディネータ） ありがとうございます。では、フロアで、今の高橋さんの話にちょっと引き継い

で、実際、指定管理者、受託企業の方、いらっしゃいますか。例えば、図書館流通センターの方で、

誰か。谷一さんですね。いきなりですみませんね、ちょっとご発言いただければと思うんですけど。

○フロア（谷一文子 株式会社図書館流通センター社長）



図書館流通センターの谷一でございます。私は、一番残念だなと思ったのは、さっき長崎という話

がありましたけれども、樋渡市長が長崎を先に見ておいてくれれば、私どもにお声がかかったので

はないかとちょっと思ったんですけど（笑）。

いろいろ制約がありまして、首長さんがどういうふうに思っていらっしゃるかによって、図書館は相

当変わります。それはもう私たちが実際に受けてみて、そのように思っています。やはり図書館の

行政側の考え方がしっかりしていれば、私たちもそれに沿ってやることができますし、さすがにTポ

イントはともかくとしまして、できることはたくさんあると思います。改装とかそういうことでも、小さな

ことですけれども、私は図書館のトイレ汚いので、全国の図書館を変えたいと思っているのですけ

れども、そのくらいの勢いでやっていかないと、今、プレミアムエイジと言われる方々、ほんとうにた

くさん来られるようになっているので、そういう方々のニーズに応えることはできないと考えますし、

また、これからの世代を担う子どもたちがやっぱり快適な空間で、本を読んだり、あるいは調べもの

をしたりとか、楽しんでもらいたいとか、そういうようなことをしてもらわないと、この日本はだめにな

ってしまうのではないかなというふうに思っております。つたないコメントですみません。

○湯浅（コーディネータ） どうもありがとうございました。TRC MARCと蔦屋の空間演出が揃うと怖い世

界がある（笑）。AmazonとGoogleが合併したGooglezonみたいになりそうですけれども、隣に丸善の

小城さんがいらっしゃるような。目に入ったのでちょっと。

○フロア（小城武彦 丸善CHIホールディングス株式会社社長）



丸善CHIホールディングスの小城と申します、実はTRCも同じグループなんですけれども。まず、

先ほど市長が〈発見〉とおっしゃったのは、僕、大賛成です。実は、今週、Amazonキンドルの出荷が

始まりました。皆さん、お持ちですか。僕も買いましたけれども、電子書籍がどんどん広がって、書

店はどんどん減ると思います。先ほど、図書館の貸出しのほうが上回ったという話がありましたけ

れども、たぶん、書店の数、まだまだ減ってしまうと思います。何とか生き残ろうと思っていますが、

まだ減っております。

そうしますと、新しいねらいは、〈検索〉ではできません。レコメンデーションでもできません。リアル

な場でしかできないです。したがって、その役割、これを書店が一生懸命やってきましたが、図書館

もその役割を担う時代が来ると思います。ぜひそういう図書館が増えてほしいというふうに個人的

に思っています。

もう一つ、実は僕は昔、CCCに7年間勤めていました。その前は、僕、行政（通産省）におりまし

た。なので、CCCは、皆さん、あなどってはいけません、僕は強敵と思っています。CCCの参入で、

あ、ついに来たなと思いました。ビデオレンタルの市場を作ったのはCCCです。あと日本にしかない

CDレンタルの市場をつくったのもCCCです。あれだけ顧客志向が強い会社は、そうありません。そ

こが入ってきましたので、直営と、我々既存の受託業者がCCCを迎え撃ってゆかねばなりません。

我々は長らく本をさわってきた自負がありますので、ぜひ、いいサービスを我々も実現して、この国

の発展に努めたいと思います。ありがとうございました。（拍手）

○湯浅（コーディネータ） どうもありがとうございました。それでは時間がだんだん押してきましたので、

パネリストの方々に最後に1、2分ずつ、南先生から総括的なことをおっしゃっていただければと思

います。

○南（神奈川大学） これ、昨日の最後で申し上げたことなんですが、指定管理者と直営を、先ほども言

ったことですが、対立と捉えないでほしい。指定管理者はそもそも施設の管理運営をいかに効率

的・効果的にやるか、なんですね。いろいろおっしゃっていますが、本当に図書館の司書として絶対

に自分の専門性を生かしながら、住民と勝負して、いい図書館をつくるという公務員がいれば、こ

の公務員を指定管理者による管理の下に、司書部を運営すれば良い。ただ、ハードウェアの管



理、その他のいろいろなサーキュレーション、そんなサービスは民間にお願いするということもあり

得るのではないか。これによって、専門能力を持った、意欲を持った、ビジョンを持った公務員がそ

の仕事に特化できる体制をつくるというのは非常に大切だと思っています。これは図書館に限ら

ず、美術館や博物館でも全く同じで、そういった、社会教育施設というんですけれども、そこにいる

公務員の方々のお仕事って、実は年間10件以上のエレベーターの保守管理とか、空調の管理、水

質検査だとか、いろいろの委託業務発注を毎年繰り返してやっているのが事務の半分以上占めて

いるのですね。なので、そういったことに公務員の本来の特質というか、能力を使うべきではない。

使って構わないんですけれども、コスト的に合わないのです。公務員である以上、専門家として、プ

ロフェッショナルとして、図書館でも、美術館でも、どこでも指定管理でいろいろな民間のノウハウを

生かしながら、ぜひそこは公務員として専門性を持っているのであれば、それを生かしてほしい。そ

の組み合わせは可能です、法的にも可能ですし、実態的にも。もし、そういった能力がある公務員

がいなければ、外からいい人材を持ってくればいいことですから、ミッションが一番大事、何をやり

ますか、ということです。

だから、形態ではないです。まず、何をやるかをはっきりした後、次にどういう人がやるんですか、

どういう形態でやるのが一番いいですか、という議論にぜひ持っていってほしい。この辺は、ぜひ

当事者にもお願いしたいと思います。

○湯浅（コーディネータ） ありがとうございました。続いて高橋さん、よろしくお願いします。

○高橋（CCC） 非常にしゃべりにくい感じで（笑）。直営か指定管理か業務委託みたいな話があったん

ですけれど、我々、実はこんなことになると思っていなかったので、つい最近まで組織も作っていな

かったし、手作業で兼務、兼務とかでやっていて、やっとこの10月に8名くらいの組織になって、やっ

と、やろうみたいな状態で、言いたいことは何も想定していなかったのですね。たまたまですよ、樋

渡市長が来て。

直営とか指定管理の業務委託、いろいろな議論があったのですけれども、全然、僕わからなく

て、なぜかというと、武雄市と我々の関係って、直営とか指定管理とか全然なくて、完全にフラットな

んです、企画は一緒に立てているし。

ただ、来年4月からのいわゆる図書館の〈売り場〉に立つのは我々だけであって、さっきの十進法

をどうするのだとか、営業時間をどうするんだとか、ターゲットをどうするのかと、子どもさんへの読

み聞かせのやつはどうするの、というのは、たぶん通常の指定管理って、お任せして、これだけお

金を払うから自由に、いい感じでやってよ、みたいな、行政さん、たぶん多いのかどうかわからない

んですけど、武雄市の場合、全然違っていて、ディテールにこだわりまくるわけですよ。だだ、我々

もTSUTAYAをやっていたり、代官山蔦屋書店を出したノウハウがあるので、我々もこだわるわけ

ですね。そのこだわって、セッションをして、議論して、出てきたアウトプットが、冒頭に市長が話した

プレゼンテーションということなので、まず、いろいろな誤解があるのは、市長が独断で、やりたいこ

とを実現しているのではないかというのは全然違っていて、まあ、でも3割くらい（笑）、実現できたか

なと。一方で、我々、実現したいことも3割くらい、こんな感じでやっているんです。

つまり、言いたいことは、指定管理とか直営とかの議論って、なんか俺たちができるとか、俺のほ

うができる、みたいな話ではなくて、僕は一番重要なのは、民間のノウハウと今までやってきたノウ

ハウをいかに融合するかということを同じ目線でやれるか、ということだと思うのです。そういう意味



でいくと、小城さん、今、我々をライバルのようにおっしゃいましたが、たぶんCCCが図書館でできる

パートナーというのは、そういうふうにフラットな目線で、同じ意識で議論できて、いかに市民サービ

スとか、いかに行政のサービスとしてより高いところに持っていけるかというのを同じ視点でできる

人たちとはやれるかなと。ただ、一方で、CCCに任せると、あんなパースの映像で、Tポイントとか

使って、うまく回してくれんじゃないの、しかも10％、指定管理費、下がるんでしょう、というアプロー

チのされ方をすると、ちょっと難しいなというのが正直なところです。

ですので、この先、もし我々が図書館をすることがあったときは、そこの首長さんの意思であった

り、そこの職員さんの意思とか、教育委員会の意思をしっかり入ってくるので、たぶん武雄とは全く

違うモデルが出来上がるという人たちとはたぶんやるんだろうなというような感覚があります。以上

です。

○湯浅（コーディネータ） ありがとうございます。樋渡市長、よろしくお願いします。

○樋渡（武雄市市長） 僕らは仲間なんですよ。それをもって、何か癒着だとか言われるんですけど、オ

ープンな関係です。あら（笑）。武雄市図書館にとっては今一番大事なときなんです。だから、今、

市政の7割の力を武雄市図書館の4月1日に向けてあてています。それで、カウンターパートは高橋

さん。高橋さんはもう現場にいるんですね。だから、意思決定は無茶苦茶早いです。かといって、僕

の言っていることが通るかというと3割も通っていません。さっき数えたら1割8分くらいでした（笑）。

それでいいんですよ、それで。しかも、今、5割、7割言ったこと、そして開設してまた5年たったとき

に、違っていていいと思うんです。そのときどきに、市民の皆様方、ユーザーの皆様方の意見を聞

きながら、どんどん良くしていく。

最後にお願いがあるんですけど、僕はいろいろな図書館があっていいと思います。だから、直営

でこんなに素晴らしい図書館はOK、あるいは丸善さん、TRCさん、いろいろな図書館で指定管理

者、あれもOK。だから、それが、僕は競い合うべきだと思うんです。オープンにして、競い合って、し

かも、組めるところとは連携する。今までの蛸壺は僕はだめだと思います。足りないところは、県立

図書館と僕らは連携しますので、足りないところは補って、僕らが秀でたところは、他のないところと

連携するというような、そういう意味で、地方の一図書館が底上げ、レベルアップすることによって、

全体の図書館に対する日本国民の信頼が僕は高まっていくと思います。

確かに、僕らはロールモデルになりたいと思っているんです。首長さんたちと話をすると、「どうい

う図書館行政をやったらいいかわからない」と言う人たちがほとんどなんです。なので、僕らは一つ

のロールモデルとして定義はしますけれども、受け入れやすいようにしますが、行政レベルで言う

と。だけど、それが全部とお考えないほうがむしろいいと思います。

ですので、そういう意味で言うと、いかにも、僕は敵対するとか、そんな感じじゃないんです、心や

さしいんです。なので、ぜひ皆さんとも組みたいし、司書の方々、名簿を見ていたらたくさんいらっし

ゃいますけれども、僕らは司書の方々、あるいは今度、社員というふうになりますけれども、ほんと

うに働きやすい、生きがいのある環境を目指してつくっていく。これは、酸いも甘いも、ではないです

けれども、そういうのをオープンにしていく、そして皆さん方のご意見を取り入れて、変えるべきとこ

ろは変えていく、そういう姿勢でいきたいと思っています。（拍手）



○湯浅（コーディネータ） ありがとうございました。図書館をまちづくりの中心に据えるという一つのこう

いう市があるのだということが今日わかったような気がします。そして、また日本全国のさまざまな

市町村、あるいは都道府県において、図書館をもっと中心に据えたような政策、あるいは住民の動

きというものが期待されるのではないかと思います。

最後に一言だけ私の個人的な感想を言いますと、私は立命館大学文学部の教員をしているわけ

ですけれども、官尊民卑みたいに、懐かしい言葉ですね、国公立大学はすごいけど、立命館なん

て私学だから長期的に見てどうかわからないとか、安定的ではないかとか、あいつらがやっている

ことは民間だからいい加減じゃないかとか、言われていると同じような気がしまして、いわゆる国公

立と私学の間にそういうのはないんじゃないかと。ましてや、図書館の運営をめぐって、そこのとこ

ろだけで対立して話が前に進まないのはまずいのではないかというふうに思っています。皆さんと

一緒に話をできるこういう空間ができたことは、そもそもこういう場所に高橋さんと樋渡さんが並ん

だというのが初めてですし、また南さんを交えて、初めて見る者同士のディスカッション、しかもフロ

アからのご意見を賜って大変ありがたく思っております。

ちょっと福富さんのご意見をいただいたときに、はしょらざるを得なかったのはごめんなさいね。

私、他意があるわけではなくて、90分の中におさめなくてはと言っている私がオーバーしています

が、そういうことがございましたので、その辺の不手際、お詫び申し上げます。今日は、皆さん、ほ

んとうにお集まりいただいてありがとうございました。心から感謝申し上げます。（拍手）
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